
本年度の生徒会活動が本格的に始動する「前期生徒総

会」が 4月 24 日（火）に行われました。全校 436 名の生

徒諸君の生徒会活動方針を決定する大切な総会となりま

した。

まず、前期生徒会スローガン『繋心繋想～繋

続は力なり～』が提案され、承認されました。提

案理由に『今まで

創り上げてきた

もの以上を目指

すために、全校の

「繋がり」を日常

生活から感じて

いく必要がある。

課題であった「行

事後の生活」において高まった意識を継続し、繋がり続

けることでさらなる大きな力を生み出そう』ということ

が記されていました。生徒諸君が創り上げる生徒会活動

に大きな繋がりと、その発展を大いに期待したいもので

す。

さらに前期専門

委員会の活動計画

の協議が行われ、

多くの質問そして

賛同等の意見が寄

せられていました。

その中で「黙々清掃」についての質疑がありました。

この取り組みの意義と成果を再確認し、検討していくこ

とが求められている様でした。様々な取り組みや点検が

生徒会活動で実施されています。何を目指し、どの様な

姿へと高めようとしているのか････生徒一人ひとりがし

っかりと考え、行動することが求められているものと思

います。頑張ってください。

4月 25 日（水）

に本年度第1回目

の授業参観を実

施しました。1年

生は新担任によ

る授業、2年生はクラス替えをして初めての参観、そし

て3年生は修学旅行の報告会を兼ねて実施しました。各

学級の授業は如何

だったでしょうか。

生徒諸君の頑張

りと成長の様子を

ご覧頂けたのでは

ないでしょうか？

その後、学級学年Ｐ

ＴＡの懇談を持

ちました。この

授業参観には、

延べ 188 名の保

護者の皆さんが

来校されました。

そして引き続

き体育館で、今年度のＰＴＡ総会を開催されました。本

総会においては、昨年度の事業及び決算の報告が行われ

承認いた

だきまし

た。さらに

今年度の

総会にお

いては、本

会則等の

全面改正

が行われました。昨年度の役員会や理事会等においても

協議いただき、現在の運営組織にそった改正となってい

ます。また今まで、通例として行われてきたことを会則

等とし、さらに今後の活動をより活性化したいものと考

えて改正したものです。この本会則等の改正及び平成 30

年度の活動方針等も原案通りに承認いただきました。そ

して、本年度の役員さん方は次の方々を選出、承認いた

だき総会を終えました。

ＰＴＡ会 長 小南 さん

〃 副会長 及川 さん

〃 副会長 髙橋 さん

〃 副会長 佐藤 さん

〃 副会長 千葉 さん

〃 副会長 及川 さん

〃 副会長 遠藤 （校長）

〃 監 事 高橋 さん

〃 監 事 坂井 さん

〃 監 事 高橋 さん

【事務局・各専門部等担当教職員】 ＜敬称略＞

事務局長 古舘 （副校長）

会 計 野里 （主幹教諭）

3学年委員会担当 堀籠 （3学年主任）

2学年委員会担当 青澤 （2学年主任）

1学年委員会担当 水島 （1学年主任）

総務部担当 青木 （教務主任）

育成部担当 小田中 （生徒指導主事）

教養部担当 関川 （研究主任）

1 年間どうぞよろしくお願いします。

4 月 17 日（火）に 1年生は県新入生学習状況調査（国

語・数学・質問紙調査）、3年生は全国学力・学習状況調

査（国語・数学・理科・質問紙調査）が行われました。1

年生の調査は小学校で学習した内容のものです。3年生

は中学 2年生までに学習した内容となります。修学旅行

の振替休日後、すぐの調査となりましたが、今までの学

習の成果を如何なく発揮しようと全力で取り組んでいる

姿が見られました。

今後、集計が県や全国で行われ、個票となって一人ひ

とりの学習状況が示されます。また、学校としての学習

の定着状況を分析し、その傾向を例年と同様に報告して

参ります。是非、今後の学習に役立ててほしいものです。

4月 15 日（日）に盛岡市内一周継走大会が開催されま

した。生憎の雨となりましたが、県営運動公園を発着と

したコースで母校の襷を繋ぐため激走が繰りひろげられ

ました。本校も男女ともに陸上部が参加し、日頃の成果

を発揮しようと頑張りました。結果は・・・

男子 ６７位（１：１１：２９）、女子 ５２位（1：０６：０９）

県内各地から精鋭が参加する大会となっています。今後

の更なる精進を期待します！

授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書、そして高き志を

き ざ は し
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